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今

月

の

内

容

保育所、認定こども園の入所・入園希望者の受付開始

フォトインフォメーション

暮らしのお知らせ

白金「青い池」ライトアップ

「地域通貨」の実証実験が始まります

町民まちづくり提案事業の公表

町長コラム

美瑛町職員人事行政の運営状況について
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○10

○12
○２

○８
○20

○24

○４

丘のまち
　　　  Biei

　　　　  Public

　　　　　  Relations

～仲良く滑り台にチャレンジ～～仲良く滑り台にチャレンジ～

子ども支援センター「公園であそぼう」より子ども支援センター「公園であそぼう」より

美瑛町Ｗｅｂサイト　https://www.town.biei.hokkaido.jp　



－2 －

「
地
域
通
貨
」
の
実
証
実
験
が

                

始
ま
り
ま
す
！

愛
称
は
「
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」
に
決
定

　

広
報
び
え
い
10
月
号
で
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
を
い
た
だ

き
、
応
募
総
数
52
件
の
中
か
ら
、
町
内
の

小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生
の
皆
さ
ん
の

投
票
結
果
を
参
考
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
式
名
称
／
美
瑛
町
電
子
地
域
通
貨

愛
称
／
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
（
ビ
ー
コ
イ
ン
）

愛
称
理
由
／
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
の
「
Ｂ
」
と
「
Ｅ
」

　

か
ら
命
名
。
英
語
の
「
ｂ
ｅ
」
＝
「
な

　

る
」
よ
り
、「
商
品
に
・
サ
ー
ビ
ス
に
」

　

＝
「
何
に
で
も
な
る
ポ
イ
ン
ト
」
と
い

　

う
理
由
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

※
考
案
者
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
通
貨
と
は
？

　

美
瑛
町
内
で
の
み
使
う
こ
と
が
で
き
る

お
金
で
す
。

　

お
買
い
物
を
は
じ
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

実
証
実
験

　

新
年
度
か
ら
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、

そ
の
実
証
実
験
と
し
て
５
千
円
分
の
お
買

い
物
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
電
子
地
域
通

貨
「
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
」
の
カ
ー
ド
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
発
行
し
ま
す
。

　

Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
は
、
本
年
12
月
よ
り
町
内

の
登
録
加
盟
店
で
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
運
用
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験
中
に
「
で・

・

・

・

・

き
る
こ
と
」

　

10
月
30
日
現
在
で
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
の
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
５
千
円
分

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
た
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン

の
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
（
大
型
店
の
利

実
証
実
験
中
に
「
で・

・

・

・

・

・

き
な
い
こ
と
」

　

実
証
実
験
中
は
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
へ
の
入
金

（
チ
ャ
ー
ジ
）、
お
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
付
与
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

実
証
実
験
の
結
果
か
ら
改
善
点
や
取
り

組
み
内
容
を
精
査
し
、
本
格
運
用
に
向
け

た
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
の
使
い
方

①
12
月
上
旬
ま
で
を
目
途
に
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン

　

の
カ
ー
ド
が
１
人
１
枚
、
郵
送
さ
れ
ま

　

す
。

②
届
い
た
カ
ー
ド
は
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
へ
移
行
す
る
こ
と

　

も
で
き
ま
す
。

③
カ
ー
ド
、
ま
た
は
ア
プ
リ
を
使
っ
て
登

　

録
加
盟
店
で
の
お
支
払
い
に
ご
利
用
い

美
瑛
町
内
で
「
貯
め
て
」「
使
う
」

の
利
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
っ

て
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら

「
貯
め
て
」「
使
う
」
こ
と
で
、
町
内
で
お

金
が
循
環
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町
内

会
活
動
な
ど
に
対
し
て
も
行
政
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
健
康
増
進
活
動

や
公
共
施
設
の
利
用
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

12 月から

　電子地域通貨の利用方法につい

て、町民向けの説明会を開催しま

す。申し込みは不要ですが、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、先着 150 人での開催とな

りますのでご了承ください。

日時／

　① 11 月 24 日（火）午後１時～

　② 11 月 26 日（木）午後３時～

会場／町民センター１階多目的

　ホール「美丘」

問
合
せ
／
商
工
観
光
交
流
課
（
☎
92-

４
３
２
１
）

用
は
「
千
円
」
ま
で
）。

　

１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
で
、
１
ポ
イ
ン
ト

単
位
で
登
録
加
盟
店
で
の
お
買
い
物
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
「
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
」
で
、
実
証
実
験
終
了
後

に
ポ
イ
ン
ト
が
失
効
し
ま
す
。
期
限
内
に

忘
れ
ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用方法説明会の

開催について

　

カ
ー
ド
は
４
月
以
降
も
使
用
し

　

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

　

く
だ
さ
い
。
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地
域
通
貨
の
付
与
に
よ
る
支
援 

 

「
冬
の
生
活
支
援
事
業
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
の
中
、
冬
期
間

の
支
出
増
加
や
在
宅
で
生
活
す
る
低
所
得

者
世
帯
等
を
対
象
に
家
計
の
安
定
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
、
電
子
地
域
通
貨
へ

の
付
与
に
よ
る
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
今
月
号
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
「
美
瑛
町
冬
の
生
活
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92-

４
２
４
５

○息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合

○重症化しやすい方（基礎疾患がある方、高齢者）や妊婦、小児で、発熱や咳などの比較的軽い

　風邪の症状がある場合

○発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が４日以上続く場合

　その他、上記症状以外での体調不良や精神的な不安などは、美瑛町保健センター（☎92-7000

（平日　午前８時30分～午後５時15分））までご相談ください。

新型コロナウイルスの相談・受診の目安

北海道では９月から「北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター」を開設しました。

☎０８００－２２２ー００１８（フリーコール）24時間相談窓口

  以下のいずれかに該当する場合は、速やかにご相談ください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
町
内
に
お
け
る
経
済

対
策
と
し
て
、
４
月
に
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
た
町
民
１
人
５
千
円
分

の
「
び
え
い
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」
と
６
月
に
販
売
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
「
好
き
で
す
。
び
え
い
商
品
券
」
の
有
効
期
限
は
、
本
年
12
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
お
持
ち
の

方
は
期
限
内
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
び
え
い
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
」

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
「
好
き
で
す
。
び
え
い
商
品
券
」

◁観光協会ホームページ
　はこちらから

―　有効期限は令和２年 12 月 31 日まで　―

【
宿
泊
施
設
応
援
ク
ー
ポ
ン
】

　

宿
泊
施
設
で
の
飲
食
や
土
産

物
の
購
入
に
も
利
用
で
き
る
ほ

か
、「
び
え
い
割
」
や
「
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
」
と
併
用

が
可
能
で
す
。

　

取
扱
店
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
好
き
で
す
。
び
え
い
商
品
券
】

　

取
扱
店
な
ど
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
商
工
会
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
美
瑛
町
商
工
会

　

☎
92-

１
１
７
５

　

た
だ
け
ま
す
。

④
支
払
い
金
額
を
確
認
後
、
カ
ー
ド
や
ア

　

プ
リ
を
お
店
の
端
末
で
読
み
取
る
だ
け

　

で
支
払
い
完
了
。
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令
和
元
年
度
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
、「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
に
本
年
度
も
多
く
の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
提
案
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
町
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

公
表
し
ま
す

健康や福祉、医療に関する提案

経済や産業に関する提案 教育や文化・スポーツに関する提案

町民参加や情報発信、情報化など
に関する提案

　 農産物のＰＲ販売を兼ねた観光客おもてなし
　 事業として「美瑛スープスタンド（移動販売
　 車）」の実施

　　　　町内の老人施設などにニューノーマルに対応した
　　　　安全で思いやりのある面会空間の設置

　　縦書きと横書きが混在する広報びえいの、今後のデジタ
　　ル化・オンライン化などを踏まえた横書き化の検討

ユーザー目線に立ったホームページ構成の検討

　　ホームページの応答スピードの改善に向けたホームペー
　　ジシステム高速化の実現

　　インターネットを活用した町民と役場の新たなコミュニ
　　ケーションの仕組みづくり

　　町民が人目を気にせず書くことができる町民意見カード
　　の仕組みづくり

　　町民が町のホームページに観光スポットを自由に書き込
　　むことができるような観光名所宣伝事業の検討

　　　　若者（子どもから大人）と触れ合うことができる
　　　　多世代交流の場としての老人施設の機能拡張

　　美瑛駅前から本通りにかけて街灯の増設や
　　ごみ箱の設置など環境整備の促進

　　美しい景色を有効に活用し町内で若者が楽
　　しむことができる新たなアクティビティー
　　の開発

　 スケートボードを安全に安心して楽しめ
　 るスケートパークの設置

　   町内の公園に子どもや観光客が集まる
　   水遊びができる設備の設置

　　地域通貨とポイントを活用した助け合い
　　コミュニティ事業の展開 問合せ／まちづくり推進課　☎ 92-4330

提案内容の詳細は、町ホームページで公開しています。

 町ホームページトップ画面「まちづくり提案」で検索

【https://www.town.biei.hokkaido.jp/administration/administration/machizukuri.html】
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申
込
み
・
問
合
せ
／
総
務
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
92-

４
３
４
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
92-

４
４
１
４

「
び
え
い
未
来
ト
ー
ク
」
で
気
軽
に
角か

く

わ話
し
ま
せ
ん
か
？

瑛
の
仕
事
を
考
え
る
会
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
は
た
ら
く
＆
仕
事

を
つ
く
る
」「
関
西
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

可
能
に
」「
起
業
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ま

ち
」
の
３
点
を
主
な
テ
ー
マ
に
提
案
型
で

の
ト
ー
ク
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
仕
事
の
需
要
と
供
給
の
仕

組
み
に
触
れ
「
民
間
と
行
政
で
受
け
皿
を

つ
く
り
、
全
国
一
の
最
低
賃
金
を
確
立
す

る
ま
ち
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。
５
年
後

に
時
給
１
２
０
０
円
を
目
標
に
、
年
２
千

時
間
の
労
働
で
年
収
２
４
０
万
円
。
夫
婦

共
働
き
で
４
８
０
万
円
の
収
入
を
得
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
一
軒
家
を
建
て
る
こ
と
も

可
能
」
と
し
、「
町
内
の
仕
事
の
需
給
調

整
を
町
が
主
導
す
る
事
業
を
展
開
し
、
町

民
だ
け
で
は
な
く
移
住
希
望
者
に
と
っ
て

大
き
な
要
素
で
あ
る
仕
事
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
、
新
た
な
事
業
組
織
の
設
立
に
向

け
た
検
討
を
」
と
具
体
的
な
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
町
内
で
起
業
を

考
え
て
い
る
方
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
、
美
瑛
駅
前
と
駅
西
側
を

結
ぶ
フ
リ
ー
ロ
ー
ド
の
活
用
な
ど
、
さ
ま

　

10
月
19
日
に
「
美
瑛
の
仕
事
を
考
え
る

会
」
の
皆
さ
ん
と
美
瑛
の
未
来
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

美

ざ
ま
な
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

角
和
町
長
は
「
今
回
い
た
だ
い
た
提
案

は
行
政
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

分
野
。
働
く
場
所
の
確
保
や
起
業
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
は
重
点
課
題
と
捉
え

て
お
り
、
事
業
化
へ
向
け
た
検
討
を
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
。
行
政
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
検
討
を
重
ね
る
に
当
た
り
、
今
回

の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

対
象
者
／

　

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る 

　

団
体
（
グ
ル
ー
プ
）。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

　
　

の
た
め
、
参
加
人
数
の
調
整
を
お
願

　
　

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日
・
時
間
な
ど
／

　

原
則
と
し
て
12
月
31
日
か
ら
翌
年
１
月

　

５
日
ま
で
の
間
を
除
く
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
９
時
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
を
限

　

度
と
し
ま
す
。

申
込
方
法
／

　

総
務
課
や
左
記
の
公
共
施
設
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
総
務
課
広
聴
広
報
係
ま
で
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
（
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
）。

　

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
し
込
み
も
可

　

能
で
す
。

【
申
込
書
配
布
場
所
】

　

役
場
総
務
課
（
２
階
）
、
町
民
セ
ン
タ
ー
、

　

図
書
館
、
丘
の
ま
ち
交
流
館
ビ
・
エ
ー

　

ル
　

さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
持
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
と
町
長
が
直
接
意
見
交
換
す
る
「
び

え
い
未
来
ト
ー
ク
」
を
令
和
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
／

　

①
開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
申

　
　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

②
会
場
は
、
申
込
団
体
で
用
意
願
い
ま
す
。

　

③
日
程
は
、
申
し
込
み
後
に
調
整
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
務
の
都
合
な

　
　

ど
に
よ
り
決
定
後
で
も
変
更
と
な
る

　
　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

　
　

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

④
回
数
に
つ
い
て
は
、一
会
計
年
度（
４

　
　

月
～
翌
３
月
）
に
お
い
て
、
一
団
体

　
　

１
回
ま
で
と
し
ま
す
。

　

⑤
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
特
に
希
望
す

　
　

る
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
申
込

　
　

書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／

　

「
び
え
い
未
来
ト
ー
ク
」
で
出
さ
れ
た

　

ご
意
見
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

　

な
ど
で
公
開
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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空き家などの住宅解体費用を助成します
～　町民の皆さんの安全安心な生活を守るために　～

町内解体業者 町外解体業者
助成率 上限額 助成率 上限額
１／２ 40万円 １／３ 30万円

問合せ／建設水道課建築係　☎92-4460

助成金の交付額

 空き家の処分にお困りの方や近隣の空き家に

 お悩みの方は、気軽にご相談ください！

　
～ 

移
住
希
望
者
と
町
民
と
の
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け
に 

～

「
移
住
者
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
26
日
、
美
瑛
町
へ
移
住
を
希
望

し
て
い
る
方
や
移
住
さ
れ
た
方
な
ど
約

30
人
が
集
ま
り
、
町
が
取
り
組
む
移
住

や
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
つ
い
て
自
由

に
話
し
合
い
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
る
「
移
住
者
交
流
会
」
が
町
勤
労

者
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
５
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
移
住
へ
の
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
や
町
民
と
し
て
気
に
な
る
点

を
、
「
現
状
」
「
課
題
」
「
や
る
べ
き
事

（
解
決
策
）」に
分
類
し
な
が
ら
討
論
し
、

行
政
や
町
民
が
や
る
べ
き
こ
と
な
ど
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
共
通

の
知
人
が
同
郷
で
会
話
に
花
が
咲
く
な

ど
、
人
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
交
流
会
を
継
続
し
、
移
住
希

望
者
と
町
民
と
の

距
離
を
縮
め
、
お

互
い
が
よ
り
住
み

や
す
い
環
境
を
目

指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
参
加

を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
座
談
会
で
発
表
さ
れ
た
内
容（
一
例
）】

子
育
て
・
教
育
／
子
育
て
中
の
親
が
情

　

報
交
換
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

す
る
な
ど
、
子
育
て
情
報
を
得
や
す

　

く
す
る
手
段
の
検
討
。

福
祉
／
子
育
て
・
障
が
い
者
福
祉
・
介

　

護
の
制
度
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

　

地
域
共
生
社
会
が
実
現
で
き
る
体
制

　

の
確
立
。

産
業
／
求
人
情
報
が
少
な
い
た
め
地
元

　

の
人
と
職
を
求
め
る
人
と
の
交
流
の

　

で
き
る
場
が
必
要
。
役
場
業
務
の
民

　

間
委
託
が
増
え
た
場
合
、
雇
用
も
増

　

え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
可
能
な

　

業
務
の
委
託
を
検
討
。

移
住
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
住
居
）
／
移
住

　

希
望
者
は
、
同
年
代
・
同
郷
の
方
に

　

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
話

　

し
や
す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
こ
と

　

か
ら
、
相
談
を
受
け
る
側
の
町
民
で

　

形
成
す
る
「
移
住
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

制
度
」
の
設
立
を
検
討
。

移
住
（
移
住
施
策
）
／
車
を
持
た
な
い

　

高
齢
者
や
移
住
者
の
た
め
、
カ
ー

　

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
整
備
や
交
通
機
関

　

利
用
時
の
援
助
充
実
に
向
け
た
検

　

討
。

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
移
住
定
住
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
74-

６
１
７
１

△座談会の様子

　
美
瑛
町
で
は
、
町
内
の
老
朽
化
が
著
し
い
空
き
家
な
ど
の
解
体
に
か
か

る
費
用
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
に
お
け
る
町
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
こ
と
は
も
と
よ
り

不
動
産
の
流
動
化
も
図
ら
れ
、
定
住
化
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
の
で
本
制
度
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
区
域
】

　

都
市
計
画
法
第
８
条
第
１
項
第

１
号
で
定
め
る
美
瑛
町
内
の
用
途

地
域
内

【
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
】

①
建
築
後
40
年
を
経
過
し
た
空
き

　

家
の
う
ち
、
専
用
住
宅
、
共
同

　

住
宅
、
長
屋
住
宅
ま
た
は
併
用

　

住
宅
（
延
べ
面
積
の
１
／
２
以

　

上
が
住
宅
で
あ
る
も
の
）
で
、

　

居
住
者
が
い
な
い
空
き
家
の
状

　

態
と
な
っ
て
か
ら
、
１
年
以
上

　

が
経
過
し
て
い
る
も
の

②
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ

　

れ
て
い
な
い
住
宅

③
こ
の
助
成
制
度
以
外
に
建
物
除

　

却
補
助
制
度
を
受
け
て
い
な
い

　

住
宅

【
助
成
対
象
者
】

①
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
な
ど

　

を
所
有
し
て
い
る
個
人
（
法
人

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）
。
所

　

有
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は

　

相
続
人

②
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
と
同
じ

　

世
帯
の
中
に
こ
の
助
成
金
を
受

　

け
た
者
が
い
な
い
こ
と

【
助
成
対
象
と
な
る
工
事
】

①
対
象
空
き
家
な
ど
の
全
部
を
除

　

去
す
る
工
事
（
更
地
と
す
る
こ

　

と
）

②
解
体
工
事
を
行
う
た
め
に
必
要

　

な
資
格
な
ど
を
有
し
て
い
る
業

　

者
が
行
う
工
事

③
未
着
手
で
あ
る
工
事

【
助
成
金
の
交
付
額
】

　

下
表
の
と
お
り

【
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
】

①
住
宅
解
体
を
伴
わ
な
い
車
庫
、

　

物
置
な
ど
の
み
の
解
体
工
事

②
解
体
後
の
敷
地
内
に
建
物
な
ど

　

が
一
部
残
る
更
地
に
な
ら
な
い

　

工
事

③
建
て
替
え
に
伴
う
旧
家
屋
の
解

　

体
工
事
（
土
地
付
き
空
き
家
を

　

購
入
し
て
解
体
す
る

　

も
の
を
除
く
）
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　９月分支出額計　  69,401円

町　長
コラム
vol.17

　

あ
る
朝
、妻
が
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。「
も

う
懲
り
た
」
と
。
え
？　

僕
と
の
生
活
に

懲
り
た
の
か
と
び
っ
く
り
し
て
、
聞
き
直

す
と
、
な
ん
と
「
忘
己
利
他
」
で
し
た
。

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い
て
あ
る
格

言
を
読
ん
だ
だ
け
と
の
こ
と
。
び
っ
く
り

し
た
な
あ
。

　

と
ん
だ
同
音
異
義
語
が
あ
っ
た
も
の
で

す
。
ほ
か
に
も
、「
経
済
波
及
効
果
」と「
経

済
は
急
降
下
」
な
ど
意
味
が
反
対
に
な
る

例
も
あ
り
ま
す
ね
。
実
は
今
冬
か
ら
美
瑛

町
は
、
黙
っ
て
「
通
過
」
し
て
ほ
し
く
な

い
、
重
要
な
「
通
貨
」
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
全
体
へ
の
経

済
波
及
効
果
を
狙
い
ま
す
。

　

「
地
域
通
貨
」
と
言
い
ま
す
。
す
べ
て

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
５
千
円
相
当
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
た
カ
ー
ド
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
使
い
の
方
は
Ｑ
Ｒ
決
済
も
可

能
で
す
）
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン

ト
は
美
瑛
町
内
の
お
店
だ
け
で
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

10
月
の
臨
時
議
会
で
は
、
冬
の
生
活
支

援
事
業
も
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
こ
の
地
域
通
貨
に

１
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
を
加
算
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
に
か
と
出
費
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地
域
通
貨
を

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
は
戸
惑
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
役
場
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

冬
の
風
に
吹
か
れ
、
我
が
家
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
も
終
わ
り
で
す
。
収
穫
後
の
ト

マ
ト
や
ナ
ス
を
抜
い
て
い
く
作
業
は
感
傷

的
に
な
り
ま
す
。
実
は
な
ら
な
い
け
ど
、

ま
だ
生
き
て
い
ま
す
。
種
を
ま
い
た
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て

い
た
時
期
を
懐
か
し
み
ま
す
。
農
業
の
良

さ
は
命
を
育
て
る
こ
と
、
命
の
重
み
を
感

じ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
仕
事
も
、
種
ま
き
と
同
じ
だ

と
感
じ
ま
す
。
地
域
通
貨
の
取
り
組
み
は

ほ
か
の
自
治
体
で
の
失
敗
例
も
あ
り
ま

す
。
何
も
し
な
け
れ
ば
失
敗
も
な
い
。
し

か
し
、
地
域
経
済
を
良
く
し
て
い
く
た
め

に
は
、
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

種
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
域
通
貨
と
い
う
種
が
根
を
張
り
、
芽

を
伸
ば
す
の
は
容
易
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま

に
水
を
い
た
だ
き
、
愛
情
を
注
い
で
い
た

だ
く
こ
と
で
、
や
が
て
花
も
咲
き
、「
豊

か
な
地
域
経
済
」
と
い
う
実
り
に
恵
ま
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
果
実
を
手
に
す
る
日
ま
で
、「
忘

己
利
他
」
の
精
神
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

美瑛町長

角和　浩幸

支出月日 件名 支出金額

９/ ２ 上川中部市町村意見交換会会費 5,000円

９/ ３ 老人クラブ連合会パークゴルフ大会に要した入賞者景品代 11,148円

９/14 二股地区敬老会に対して（お酒・お祝） 9,500円

９/15 美瑛町特別功労者逝去に係る供花代 20,000円

９/16 新潟県妙高市に対する手土産代 3,250円

９/17 町長名刺購入代 10,800円

９/26 移住者交流会会費 1,000円

９/27 スポーツチャレンジ教室・ペアレンツスクールに要した講師手土産代 8,703円

令和２年９月分交際費支出状況

※支出状況は毎月お伝えします。町ホームページ「町長室から」 でも
　公開します。

10
月
の
町
長
活
動
日
誌
（
主
な
も
の
）

２
日　

美
瑛
町
都
市
計
画
審
議
会

３
日　

東
京
カ
メ
ラ
部
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ

４
日　

第
１
回
日
本
で
最
も
美
し
い
村
ビ
ュ
ー

　
　
　

テ
ィ
フ
ル
デ
ー

11
日　

赤
羽
国
土
交
通
大
臣
と
の
意
見
交
換

　
　
　

会
（
富
良
野
市
）

19
日　

び
え
い
未
来
ト
ー
ク

　
　
　

美
瑛
町
森
林
組
合
理
事
会

20
日　

町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

　
　
　

上
川
管
内
電
算
事
務
共
同
処
理
協
議

　
　
　

会
総
会
、
上
川
広
域
滞
納
整
理
機
構

　
　
　

議
会
定
例
会
（
旭
川
市
）

21
日　

か
み
か
わ
中
南
部
の
未
来
に
繋
が
る

　
　
　

み
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
中
富
良
野
町
）

22
日　

上
川
管
内
中
央
部
市
長
・
町
長
会
議

　
　
　

（
東
神
楽
町
）

26
日　

美
瑛
町
議
会
第
７
回
臨
時
会

　
　
　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り
北
海

　
　
　

道
連
携
会
議
（
札
幌
市
）

27
日　

北
海
道
町
村
会
政
策
懇
談
会
（
札
幌
市
）

28
日
～
29
日

　
　
　

令
和
３
年
度
美
瑛
町
職
員
採
用
２
次

　
　
　

試
験

十
勝
岳
火
山
活
動 

札
幌
管
区
気
象
台
発
表

　
　
　
問
合
せ
／
札
幌
管
区
気
象
台

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
７

※詳しい火山活動情報は札幌管区気象台【 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/】
　で閲覧可能です。

【
９
月
の
火
山
活
動
】

　

14
日
、
午
前
８
時
51
分
頃
か
ら
継

続
時
間
約
５
分
の
火
山
性
微
動
が
発

生
し
、
そ
の
後
振
幅
の
小
さ
な
火
山

性
地
震
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
測
で
は
、

62-

２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁

上
３
０
０
㍍
以
下
、
大
正
火
口
の
噴
煙

の
高
さ
は
２
０
０
㍍
以
下
で
経
過
し
ま

し
た
。

　

火
山
性
地
震
の
一
時
的
な
増
加
、
火

山
性
微
動
や
火
山
性
地
震
と
同
期
し

た
傾
斜
変
動
は
時
折
観
測
さ
れ
て
お

り
、
火
山
活
動
の
活
発
化
を
示
唆
す
る

現
象
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
活
動
推
移
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

噴
火
予
報
（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、

活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）
の
予

報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（３）部門別職員数の状況

（各年４月１日現在）

（１）人件費の状況（令和元年度一般会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和元年度末）

歳出額

（Ａ）

人件費※

（Ｂ）

元年度

人件費率

（Ｂ／Ａ）

30年度

人件費率

9,882人 11,230,281千円 1,403,057千円 12.49％ 12.35％

※町議会議員、特別職の報酬等を含む。

（２）職員給与の状況

　　　　（令和元年度一般会計決算、特別職を除く）

職員数

（Ａ）

給　　与　　費 １人当たり 

給与費

（Ｂ／Ａ）給料
職員

手当

期末・

勤勉手当

合計

（Ｂ）

154人
（7※）

502,089
千円

127,989
千円

206,383
千円

836,461
千円

5,432
千円

（４）職員の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

区　　　分 初任給 採用２年経過後

一般行政職
大学卒 182,200円 199,900円

高校卒 150,600円 158,900円

（５）職員の経験年数別・学齢別給料月額の状況

（令和２年４月１日現在）

区　　　分
10～15年

未満

15～20年

未満

20～25年

未満

一般行政職
大学卒 286,500円 316,400円 361,500円

高校卒 273,100円 293,700円 326,000円

（６）特別職報酬等の状況（令和２年４月１日現在）

区　分 報酬月額 令和元年度期末手当の割合

町　長 810,000円

　　６月　2.225月分

　　12月　2.275月分

　    計　4.50月分

 （職務上の役職加算あり）

副町長 640,000円

教育長 600,000円

議　長 300,000円

副議長 240,000円

議　員 200,000円

（３）職員の平均年齢、平均給料・平均給与月額の状況

（令和２年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与※月額

一般行政職 39歳11月 290,914円 340,200円

技能労務職 42歳７月 247,600円 249,600円

※月額給料に扶養手当や通勤手当などの諸手当を含めた総額。

（１）職員の採用・退職の状況

　（平成31年４月１日～令和２年４月１日）

区分
令和元年度

新規採用

令和元年度

退職者

令和２年度

新規採用

職員数 18人（3※） 4人（0※） 5人（1※）

区　分

部　門

職員数
増減数

元年 ２年

一

般

行

政

部

門

議　会 3人 3人 0人 

総務企画 28人 32人 4人 

税　務 11人 9人 -2人 

民　生 20人 21人 1人 

衛　生 14人 15人 1人 

農林水産 18人 15人 -3人 

商　工 11人 8人 -3人 

土　木 17人 17人 0人 

小　計 122人 120人 -2人 

教　育 23人 26人 3人 

一般会計 小計 145人 146人 1人 

公
営
企
業
等

病　院 61人 62人 1人 

水　道 3人 3人 0人 

下水道 2人 2人 0人 

その他
特別会計

0人 0人 0人 

小　計 66人 67人 1人 

合　計 211人 213人 2人 

（２）一般会計部門における職員の級別職員

　　数の状況（令和２年４月１日現在）

区分 標準的な職務 職員数 構成比

６級 課長・局長 14人 9.59％

５級 参事・課長補佐 15人 10.27％

４級 課長補佐・次長・係長 28人 19.18％

３級 係長・主任 34人 23.29％

２級 主事 26人 17.81％

１級 主事・主事補 29人 19.86％

合　　　　　計 146人

※フルタイム再任用職員の人数（職員数の内数）。

※再任用短時間勤務職員の人数（職員数の内数）。

　

町
行
政
の
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
元
年
度
に

お
け
る
町
職
員
の
給
料
や
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　任免・職員数および部門別職員数 町
職
員
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
問
合
せ
／
総
務
課
職
員
係
（
☎
92-

４
３
０
３
）

２　職員の給与の状況
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（２）期末手当・勤勉手当の支給割合

　　　　　　　　　（令和２年４月１日現在）

期末手当 勤勉手当

2.60月分 1.90月分

職務の級などによる加算措置あり。

（３）退職手当（令和２年４月１日現在）

勤続年数 自己都合 定年・勧奨

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分
47.709月分

最高限度額 47.709月分

（１）時間外勤務手当※（令和元年度一般会計決算）

令和元年度 平成30年度

支給実績 37,354,456円 34,900,683円

職員１人当たり

平均支給年額
330,570円 303,484円

（４）その他の手当（令和元年度一般会計決算）

種類 内容および支給単価 支給実績

扶養

手当

・配偶者　6,500円

・子　10,000円/人（特定期間※

　にある子、１人5,000円加算） 

・扶養親族（配偶者、子を除く）

　6,500円/人

16,567千円

住居

手当

・借家

　家賃の金額（月額12,000円を

　超える者に限る）に応じて、

　27,000円を限度に支給 

・自己所有住宅　7,000円

19,533千円

通勤

手当

・交通機関利用者

　運賃等相当額を支給

・自動車等利用者

　片道２㎞以上で距離に応じて

　支給

626千円

管理職

手当

・課長職　52,000円/月

・参事職　42,000円/月

・課長補佐職　32,000円/月

19,774千円

寒冷地

手当

・世帯主である職員

　扶養親族あり　26,380円/月

　扶養親族なし　14,580円/月

・その他の職員　10,340円/月

13,526千円

毎年11月～翌年３月までの間で支給

※扶養親族たる子のうち満15歳に達する日後の最初

　の４月１日から、満22歳に達する日以降の最初の

　３月31日までの間。

（１）職員の勤務時間（令和２年４月１日現在）

１週間の

勤務時間

勤務時間の割り振り

始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15
12:00～

13:00

土曜

日曜

（２）年次有給休暇の取得状況

　　（平成30年12月２日～令和元年12月１日）

総付与日数 総取得数 対象職員※ 平均取得日数

6,040日 1,017日 151人 6.7日

※一般会計職員を対象。

職員研修の状況（令和元年度職員研修事業）

研修区分 受講者数 受講内容など

自己啓発研修 15人

農業および福祉の連携

事業に関する先進地視

察など

職場外研修 65人
北海道市町村職員研修

センター研修など

職場内研修 延べ299人 職場内講演会など

（１）健康診断の状況（令和元年度）

健康診断の種類 対象者数 受診者数

人間ドック 147人 137人

定期健康診断 58人 58人

※選挙事務に要した手当を含み、嘱託職員等に要し

　た手当を含めない。

５　職員の研修 ６　福祉・利益の保護

（２）福利厚生事業の負担金の状況（令和元年度）

　１　北海道市町村職員福祉協会負担金　751,786円

　２　美瑛町職員福利厚生会負担金　　1,620,000円
　　（特別会計、企業会計、一部事務組合含む　253人）

３　職員の手当の状況

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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保
育
時
間
／

　

月
～
土
曜
日　

午
前
７
時
30
分
～
午
後

　

６
時
30
分

入
所
で
き
る
基
準
／

　

生
後
６
カ
月
以
上
の
小
学
校
就
学
前
児

　

童
で
、
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の

　

た
め
に
、
当
該
児
童
を
保
育
す
る
こ
と

　

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
詳

　

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

保
育
時
間
／

　

月
～
土
曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

入
所
で
き
る
基
準
／

　

各
地
域
に
居
住
す
る
満
２
歳
以
上
（
令

　

和
３
年
４
月
１
日
現
在
）
の
小
学
校
就

　

学
前
児
童
。

　

地
域
外
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
場
合
に

　

は
、
当
該
地
域
児
童
の
入
所
状
況
な
ど

　

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

必
要
書
類
の
配
布
／

11
月
２
日
（
月
）
か
ら
ど
ん
ぐ
り
保
育

　

園
と
各
へ
き
地
保
育
所
、
役
場
保
健
福

　

祉
課
で
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）
お
よ
び
給

　

食
費
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
要
書
類

　

の
配
布
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度

　
町
内
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の

　
入
所
・
入
園
希
望
者
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　
へ
き
地
保
育
所

【
募
集
定
員
／
各
30
人
】

　

（
美
沢
・
美
田
・
下
宇
莫
別
・
朗
根
内
・

　

ル
ベ
シ
ベ
）

あ
な
た
の
１
本
の
お
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」
で
す

　
ど
ん
ぐ
り
保
育
園

【
募
集
定
員
／
１
３
０
人
】

（
東
町
３
丁
目
１
番
２
号
）

児
童
相
談
所
で
の
虐
待
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
別
件
数

平成30年度 速報値

身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待

身体的虐待
40,256 件
（25.2％）

ネグレクト
29,474 件
（18.4％）

性的虐待
1,731 件
（1.1％）

心理的虐待
88,389 件
（55.3％）

児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
虐

待
相
談
の
相
談
経
路
は
、
警
察

等
、
近
隣
知
人
、
家
族
、
学
校

な
ど
か
ら
の
通
告
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
（
速
報
値
）

　　　　　　　　　　「虐待を受けたと思われる子どもがいたら…」「ご自身が出産　　　　　　　　　　や子育てに悩んだら…」「子育てに悩む親がいたら…」

　　　　　　　　　　　　児童相談所　全国共通３桁ダイヤル　　　　　　　☎１８９（いちはやく）へ

令
和
２
年
度
現
在
、
美
田
お
よ
び
下
宇

　

莫
別
へ
き
地
保
育
所
は
休
所
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は
保

　

健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
室
へ

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
の
防
止
は
社
会
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
成
長
・
発

達
に
悪
影
響
を
与
え
、
時
に
は
子
ど

も
の
命
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

い
ち
早
く
発
見
し
、
支
援
の
手
を
差

し
の
べ
る
た
め
、
社
会
全
体
の
協
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
件
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
30
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所

▽
児
童
虐
待
の
種
類

身
体
的
虐
待
（
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

　

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

　

家
の
外
に
し
め
だ
す
な
ど
）

ネ
グ
レ
ク
ト
（
乳
幼
児
を
家
に
残
し

　

て
外
出
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

　

不
潔
に
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も

　

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど
）

性
的
虐
待
（
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

　

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

　

ラ
フ
ィ
の
被
写
に
す
る
な
ど
）

心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

　

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的

　

な
扱
い
を
す
る
、
子
ど
も
の
目
の

　

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

　

う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
）

が
児
童
虐
待
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、

指
導
や
措
置
な
ど
を
行
っ
た
件
数
は

１
５
９
，
８
５
０
件
で
過
去
最
多
と

な
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
比
較
す
る

と
２
・
１
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
内
容
は
、
心
理
的
虐
待
が

55
・
３
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
身

体
的
虐
待
の
割
合
が
多
い
状
況
で
す
。

※管轄の児童相談所につながります。通話料は無料です。
一部のＩＰ電話からはつながりません。
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▽
子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ

　
ン
を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
が
…

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

　

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

・
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
痕
が
あ
る

・
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る

保
護
者
が
…

・
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立

　

し
て
い
る

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま

　

ま
外
出
し
て
い
る

・
子
育
て
に
関
し
て
拒
否
的
・
無
関

　

心
で
あ
る
、
強
い
不
安
や
悩
み
を

　

抱
え
て
い
る

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然

　

な
説
明
を
す
る

　「
お
か
し
い
な
」
と
気
づ
き
、
虐

待
を
疑
っ
て
も
、
相
談
や
通
報
を
す

る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
子
ど
も
だ
け
で

な
く
虐
待
を
し
て
い
る
保
護
者
自
身

も
苦
し
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

親
も
子
ど
も
も
救
う
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▽
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は

　
～
子
育
て
は
人
の
力
と
共
に
～

　

子
ど
も
を
育
て
る
上
で
は
、
保
護

者
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
声

掛
け
や
支
援
を
行
い
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

少
し
で
も
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

町
の
子
育
て
相
談
窓
口
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
身
近
な
相
談
窓
口
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
に
接
す
る

方
々
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
皆
さ
ん

の
目
で
子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▽
「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら

　

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、
自

ら
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
行
動
を
起
こ
し
ま
し

ょ
う
。
通
告
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

【
相
談
先
】
児
童
相
談
所
全
国
共
通

　
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
１
８
９
）
ま

　
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
子
ど
も
・

　
子
育
て
支
援
室
（
☎
92-

４
２
６

　
２
）
ま
で

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

び
え
い
青
葉
幼
稚
園

（
寿
町
３
丁
目
１
番
32
号
）

入
園
説
明
会
／

11
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時
～

申
込
書
受
け
付
け
／

11
月
６
日
（
金
）
～
30
日
（
月
）

入
園
対
象
／
保
育
園
機
能
（
１
歳
～
５

　

歳
）、
幼
稚
園
機
能
（
満
３
歳
～
５
歳
）

　

の
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
（
令
和
２

年
４
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
）

選
考
／
先
着
順

開
園
時
間
／

　

月
～
金
曜
日　

午
前
７
時
30
分
～
午
後

　

６
時
30
分

　

土
曜
日　

午
前
７
時
45
分
～
午
後
５
時

15
分

問
合
せ
／
び
え
い
青
葉
幼
稚
園
（
☎
92-

　

１
４
８
７
）
ま
た
は
保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
室
（
☎
92-
４
２
６
２
）

　　　　　　　　　　「虐待を受けたと思われる子どもがいたら…」「ご自身が出産　　　　　　　　　　や子育てに悩んだら…」「子育てに悩む親がいたら…」

　　　　　　　　　　　　児童相談所　全国共通３桁ダイヤル　　　　　　　☎１８９（いちはやく）へ

問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
子
育

　

て
支
援
室
（
☎
92-

４
２
６
２
）

申
込
方
法
／

　

配
布
さ
れ
た
申
込
書
な
ど
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
雇
用
証
明
書
な
ど
の
書
類
を

　

添
付
の
上
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
ま
た
は

　

各
へ
き
地
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

受
付
締
切
／
11
月
30
日
（
月
）

年
度
途
中
の
入
所
に
つ
い
て
／

　

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
、
へ
き
地
保
育
所
と

　

も
に
年
度
途
中
で
の
入
所
も
可
能
で
す
。

　

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
（
入
所
状
況
に
よ
り
希

望
月
日
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。
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Photo information～フォトインフォメーション～

美
瑛
小
学
校

　
　
　
　
ミ
ニ
運
動
会

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

　　本年100歳を迎える町民の皆さんへ、内閣総本年100歳を迎える町民の皆さんへ、内閣総
理大臣と町からの記念品を角和町長から手渡さ理大臣と町からの記念品を角和町長から手渡さ
れました。れました。

９
28

９
29

　　今年は低学年・中学年・高学年と学年ごとに今年は低学年・中学年・高学年と学年ごとに
３日間に分けて開催され、徒競走のほか趣向を３日間に分けて開催され、徒競走のほか趣向を
凝らした競技が行われました（凝らした競技が行われました（写真は９月28日写真は９月28日
の１年生による徒競走の様子）。の１年生による徒競走の様子）。

富
良
野
地
方
自
衛
隊
協

力
会
美
瑛
支
部
が
発
足

９
30

美
瑛
中
学
校
生
徒
が

　
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ

９
25

　自衛隊協力会美瑛支部および女性部の設立総会　自衛隊協力会美瑛支部および女性部の設立総会
が行われ、会長に角和町長、女性部会長に高田紀が行われ、会長に角和町長、女性部会長に高田紀
子さんが就任し、協力体制の強化が図られます。子さんが就任し、協力体制の強化が図られます。

　　美瑛中学校で防災教室が行われ、町職員から美瑛中学校で防災教室が行われ、町職員から
防災に関する講話や避難所で実際に使う段ボール防災に関する講話や避難所で実際に使う段ボール
ベッドの組み立てを行うなど、防災意識の向上をベッドの組み立てを行うなど、防災意識の向上を
図りました。図りました。

ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ

10
４

　　全９回シリーズで行われ町内の小学生が参加す全９回シリーズで行われ町内の小学生が参加す
る「ジュニア美瑛学クラブ」。４回目の今回は、十る「ジュニア美瑛学クラブ」。４回目の今回は、十
勝岳で「ナキウサギウォッチング」を行いました。勝岳で「ナキウサギウォッチング」を行いました。
残念ながらナキウサギに出会うことはできません残念ながらナキウサギに出会うことはできません
でしたが、写真を用いて生態などを学びました。でしたが、写真を用いて生態などを学びました。

「
漢
字
力
ア
ッ
プ
」
を

目
指
し
て

10
10

　　町内の小学生を対象とした町教育委員会主催町内の小学生を対象とした町教育委員会主催
の土曜学習事業「漢字活用力をアップしよう！」の土曜学習事業「漢字活用力をアップしよう！」
が開かれ、漢字教育サポーターの岡本美佳先生が開かれ、漢字教育サポーターの岡本美佳先生
から、カタカナの成り立ちや漢字の足し算などから、カタカナの成り立ちや漢字の足し算など
の問題が出され漢字を楽しく学びました。の問題が出され漢字を楽しく学びました。

子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
や
魅
力
を
伝
え
る

　　2020スポーツ王国北海道「スポーツチャレンジ2020スポーツ王国北海道「スポーツチャレンジ
教室」がスポーツセンター開催されました。元プ教室」がスポーツセンター開催されました。元プ
ロバスケットボール選手でレバンガ北海道代表のロバスケットボール選手でレバンガ北海道代表の
折茂武彦さんからバスケットボールの指導を受け、折茂武彦さんからバスケットボールの指導を受け、
夢をあきらめない大切さを学びました。夢をあきらめない大切さを学びました。

９
27

第
１
回
日
本
で
最
も
美
し
い
村

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー

10
４

　　「日本で最も美しい村」連合の設立日である10月「日本で最も美しい村」連合の設立日である10月
４日にあわせ、町内の23団体から194人が参加し、４日にあわせ、町内の23団体から194人が参加し、
美しい村づくりを推進するため、観光ルートのご美しい村づくりを推進するため、観光ルートのご
み拾いやガードレールの塗装などを行いました。み拾いやガードレールの塗装などを行いました。
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ＢＯＳＳクラブ少年野球大会で

準優勝！
９

27

　　第11回BOSSクラブ新人少年野球大会が美瑛小グラウンド第11回BOSSクラブ新人少年野球大会が美瑛小グラウンド
で行われ、美瑛野球少年団は決勝で惜しくも敗れはしましたで行われ、美瑛野球少年団は決勝で惜しくも敗れはしました
が、見事準優勝に輝きました。が、見事準優勝に輝きました。

Photo information～フォトインフォメーション～

頑張る子どもたちへ！

　　　ユニフォームを寄贈

　　フクハラ建運㈱（福原福博社長）から、美瑛ミニバスケッフクハラ建運㈱（福原福博社長）から、美瑛ミニバスケッ
トボール少年団へユニフォームが寄贈されました。子どもたトボール少年団へユニフォームが寄贈されました。子どもた
ちの今後の活躍が期待されます。ちの今後の活躍が期待されます。

９
30

　

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
は

旭
川
市
内
（
旭
川
東
警
察
署
、
旭

川
中
央
警
察
署
、
旭
川
運
転
免
許

試
験
場
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
こ
の
た
び
美
瑛
町
交
通

安
全
対
策
推
進
協
会
と
旭
川
東

警
察
署
が
「
運
転
経
歴
証
明
書

の
郵
送
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を

結
び
、
旭
川
東
警
察
署
の
署
員
が

町
内
に
臨
時
的
な
窓
口
を
開
設
し

た
際
に
手
続
き
が
可
能
と
な
る
ほ

か
、
運
転
経
歴
証
明
書
を
郵
送
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
や
町
内
会
、
グ

ル
ー
プ
単
位
な
ど
で
自
主
返
納
を

希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

場
合
は
、
美
瑛
町
交
通
安
全
対
策

推
進
協
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

旭
川
東
警
察
署
と
調
整
の
上
、

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

旭
川
市
ま
で
行
く
こ
と
な
く
返

納
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
美
瑛
町
交
通
安
全
対
策

　

推
進
協
会
事
務
局
（
役
場
総
務

　

課
広
聴
広
報
係
）

　
☎
92-

４
３
４
５

♪
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

「
美
瑛
の
丘
で
」
を
リ
リ
ー
ス

　　町内在住の吉田よしかずさんが、９月に「美町内在住の吉田よしかずさんが、９月に「美
瑛の丘で」で歌手デビューしました。リリース瑛の丘で」で歌手デビューしました。リリース
されたCDは、町内の道の駅で販売されています。されたCDは、町内の道の駅で販売されています。

地
域
の
活
性
化
と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す

10
15

　㈱パーソル総合研究所（渋谷和久社長）と　㈱パーソル総合研究所（渋谷和久社長）と
美瑛町が包括協定を締結しました。今後、町民や美瑛町が包括協定を締結しました。今後、町民や
事業者との交流やまちの課題解決に資する取り組事業者との交流やまちの課題解決に資する取り組
みに関すること、行政サービスの支援などにおいみに関すること、行政サービスの支援などにおい
て連携を進めていきます。て連携を進めていきます。

　

10
月
21
日
に
大
洋
設
備
㈱
（
松
本

康
洋
社
長
）
か
ら
３
千
枚
の
マ
ス
ク

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
マ
ス
ク
は
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
貴
重
な
マ
ス
ク
を

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
内
で
の
手
続
き
が

　
　
可
能
に
な
り
ま
す

―　運転免許証の自主返納をお考えの方へ　―

募
金
活
動
へ
の
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
し

10
20

　　このたび、長年にわたる赤い羽根共同募金へのこのたび、長年にわたる赤い羽根共同募金への
取り組みが評価された美馬牛中学校に（福）北海取り組みが評価された美馬牛中学校に（福）北海
道共同募金会から表彰状と記念品が贈られました。道共同募金会から表彰状と記念品が贈られました。
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KU
健診
　受けよう

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問合せ

電
　
話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
の
す
こ
や
か
広
場
を
担
当
し
ま
す
、
保

健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
の
渡
邉
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
体
成
分
分
析
器
「
イ
ン
ボ
デ
ィ
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

イ
ン
ボ
デ
ィ
っ
て
何
？

　

私
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
基
本
成
分
で

あ
る
体
水
分
・
筋
肉
・
骨
・
体
脂
肪
を
分

析
し
て
「
栄
養
状
態
に
問
題
が
な
い
か
」

「
体
が
む
く
ん
で
い
な
い
か
」
「
体
は
バ
ラ

ン
ス
よ
く
発
達
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
人

体
成
分
の
過
不
足
を
測
定
し
評
価
す
る
装

置
で
す
。

イ
ン
ボ
デ
ィ
の
測
定
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
予
約
し
て
い
た
だ
く

と
待
ち
時
間
も
少
な
く
測
定

で
き
ま
す
。

　　　　９月の

　　　　健康マイレージ状況

　　◇新規エントリー　４人

　　一緒に頑張りましょう！

　　◇20マイル達成　  ４人

　　おめでとうございます！

☆マイレージ参加者☆

552人
合計（延べ人数）〘 〘

 

測
定
方
法
は
簡
単
！

※
微
弱
な
電
流
が
流
れ
る
た
め
ペ
ー
ス
メ
ー

　
カ
ー
な
ど
の
植
え
込
み
型
医
療
器
具
を
装

　
着
し
て
い
る
方
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

◁
数
値
の
変
化
が
分
か
る
結
果
表

　

裸
足
で
約
２
分
間
乗
る
だ
け
で
測
定
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
値
を
示
す
結
果
表
を

お
渡
し
し
ま
す
。

△測定の様子

　

イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
で
自
分
の
体
の
状
況

を
知
り
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
や
、
転
倒
や
骨

折
・
寝
た
き
り
リ
ス
ク
を
高
め
る
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア（
筋
肉
減
少
）肥
満
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
を
含
め
た
健

康
相
談
を
利
用
す
る
と
マ
イ
ル
も
貯
ま
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
太
り
や
冬
期
間
の
体
重
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
！

全身の筋肉量や右腕・

左腕・体幹・右脚・左

脚と部位別の筋肉量が

分かります。

筋肉量 体脂肪量

自分の体についている

脂肪量が分かります。

身長・年齢を参考にし

た標準の量を教え

てくれます。

基礎代謝量

呼吸や心臓の鼓動など

生命の維持に最低限必

要なエネルギーの量が

分かりますので、活動

（労作）量に合わせて自

分に適正なエネルギー

量（食事量）を計算で

きます。

体成分履歴

体重・筋肉量・体脂肪率・

細胞外水分比などの変

化を直近８回分のグラ

フで確認することがで

きます。継続して計測

することで体の変化を

確認できます。

結果表からこんなことが分かります
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電
　
話
68-

７
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
68-

７
１
２
０

美
瑛
町
立
病
院

診　療　日 医　師

11月６日  （金） 木ノ内

11月13日  （金） 神　谷

11月20日（金） 西　川

11月27日（金） 中　林

令和２年11月【眼科外来】

旭川医科大学派遣医師

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

●
午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

●
午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
午
後
４
時
ま
で
（
金
曜
日
の
み
）。

※
整
形
外
科
の
受
け
付
け
は
「
午
前
中

　
の
み
」
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
（
火
・
金
曜
日
の
み
）。

休
診
の
お
知
ら
せ

外
科
外
来
／
毎
週
月
曜
日
の
午
後
か
ら
休
診

整
形
外
科
／
毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
は
休
診

内
科
外
来
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

坂
井
医
師
の
外
来
に
つ
い
て
、
検
査

対
応
の
た
め
診
療
時
間
に
待
ち
時
間
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
下
さ
い
。

当
院
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

希
望
す
る
方
で
、
内
科
を
定
期
受
診
さ

れ
て
い
る
方
は
、
受
診
の
際
に
外
来
受

け
付
け
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
の
方
で
、
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
事

前
に
お
電
話
で
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
妊
婦
・
就
学
前
の
乳
幼
児
の

接
種
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
広
報
び
え

い
10
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

10
月
か
ら
研
修
医
師
を
受
け
入
れ
し
て

い
ま
す

　

こ

の

度
、

町
立
病
院
の

研
修
医
と
し

て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
、
東
海
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の

髙た
か
は
し
ゆ
き
え

橋
幸
恵
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
大
変
な
時
期
で
す
が
、
検

査
で
陰
性
が
確
認
で
き
、
研
修
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
カ
月
間
と
短
い
期
間
の
中
で
地
域

医
療
の
魅
力
と
は
何
か
、
患
者
一
人
一

人
と
接
し
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

日
々
精
進
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
駆
け
出
し
の
身
で
は
あ

り
ま
す
が
、
美
瑛
町
の
皆
さ
ま
と
お
会

い
で
き
る
の
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
院
内
で
お
会
い
し
た
際
に
は
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

敷
地
内
通
路
に

　
　
身
障
者
用
駐
車
場
を
設
け
ま
し
た

　

正
面
玄
関
横
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

△このたび設置した身障者用駐車スペース

　広報びえいに掲載を希望する有料広告を募集

しています。

　町内全域に配布する広報紙で宣伝しませんか？

サイズ・広告料（１回につき）／

　縦4.5cm×横8.5cm　5,000円

申込み・問合せ／

　総務課広聴広報係 ☎92-4345　FAX92-4414

※申込書は町ホームページからダウンロードで

　きます。

冬の交通安全運動が始まります

運動の重点運動の重点

実施期間：11 月 13 日（金）～ 22 日（日）

運転者は・・・

　手前で一時停止！　横断する人に道を譲りましょう

歩行者は・・・

　必ず、車が止まってから渡りましょう

信号機のない横断歩道は 歩行者優先！

有料広告を募集しています！

・子ども、高齢者を始めとする歩行者の安全確保

・スリップ事故防止と全席シートベルト着用

・飲酒運転の根絶



　　　　　　　　　　　　問合せ／☎92-5677　FAX 73-5686  https://biei-act.jp/

丘のまちびえい活性化協会丘のまちびえい活性化協会
美瑛ブランドの普及とイメージ向上のために

開館時間　午前10時～午後７時（bi.yell café 午前11時～午後８時　ラストオーダー営業終了30分前）

11月の休館日２日（月）、９日（月）、16日（月）、24日（火）、30日（月）（※23日（月）は祝日のため開館）

施設内予約状況・イベントは随時ウェブサイトで確認できます　https://biei-act.jp/event/

１階　ギャラリー 丘のまち交流館 （ビ・エール）

　ジオパークへの関心と地域への愛着を深めることを目的とした「夏休

み自由研究コンクール」の応募作品と、「十勝岳ジオパーク構想エリア『第

１回フォトコンテスト』」の入賞作品を展示します。

「十勝岳ジオパーク構想パネル展」

期間／11月７日（土）～15日（日）

ビエイティフル認定証授与式を開催しました！

今回認定を受けた２商品

認定No.0021　豆ごころ／丘の恵み

認定No.0022　美瑛のおみそ／美瑛のおみそ加工グループ

　美瑛ブランディング委員会では、10月１日付で新たに２商品

を美瑛プレミアムブランド「ビエイティフル」に認定しました。

　今後も、美瑛町が提案する独自の「美しさ」を持つ商品で、

大勢の人に愛されるようなブランドを目指していきます。

他の認定商品についてはこちら↓
公式ウェブサイト https://bieitiful.jp/

　町内の小中学生が描いた水彩画や書道・硬筆作品を展示します。多彩

なテーマで描かれた独創的なアイデア満載の水彩画・版画作品と、日々

の練習成果が発揮されている毛筆、硬筆作品をぜひご覧ください。

「令和２年度　美瑛町児童・生徒作品展」

期間／11月18日（水）～29日（日）

スノーモービル運転手募集中
　今年度も「ビルケ・プラチナ・アクティビティ」の開催に伴いスノーモービルの運転手を募集します。

内容／バナナボート、スノーラフティングなどを牽引するスノーモービルの運転

勤務場所／道の駅びえい「白金ビルケ」

募集条件／①美瑛在住の方

　　　　　②スノーモービル運転歴３年以上

雇用期間／12月19日（土）～令和３年３月14日（日）

　　　　　（積雪状況により変更する場合があります）

勤務時間／（土日祝日）午前10時～午後５時

                 （平日の出勤もある場合があります）

日当／時給１，１２９円（交通費別途支給）

応募方法／11月９日（月）までに履歴書（写真添付）を当協会  

　事務局（ビ・エール内）へ提出してください。

　詳しくは丘のまちびえい活性化協会までご連絡ください。
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開館時間　午前 10 時～午後６時

　　　　　毎週水曜日　午前 10 時～午後７時

11 月休館日　毎週月曜日、3 日、17 ～ 20 日（蔵書

　　　　　点検のため）

問 合 せ  ☎ 92-1251

 図書館 図書館
　　  　　  だよりだより

図書館ギャラリー皆さんぜひご覧ください

日本習字美瑛支部秋季作品展

　図書館での作品展も５

年目となり、子どもたち

もすっかり筆に慣れて、

毎週楽しく練習していま

す。成長した力強い作品

をお楽しみください。

期間／10月31日（土）～11月27日（金）

◆おはなし会「あいあい」

◇小学生向け

日時／11月14日（土）　

　午後１時30分～２時

会場／絵本のへや

◇幼児（親子）向け

日時／11月28日（土）

　午前10時30分～11時

会場／会議室

11月の催し
　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
続
く
中
、
数
多
く

の
展
覧
会
な
ど
が
中
止
・
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ず
が
っ
か
り
さ
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
展
示
は
、
自
宅
に
い
な
が

ら
美
術
館
の
気
分
が
味
わ
え
る
本
を
用
意

し
ま
し
た
。
美
し
い
絵
画
や
写
真
な
ど
芸

術
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
月
の
特
集
展
示

　
　「
本
を
開
け
ば
美
術
館
」

　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の

活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
昨
年
７
月
、
美
瑛
・
上
富

良
野
両
町
の
町
民
ら
に
よ
っ
て

「
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
（
青
野
範

子
会
長
）
」
が
設
立
さ
れ
、現
在
、

会
員
35
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
基
本
は
、
「
会
員
が
ジ

オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
こ
と
」。
今

年
は
、
「
毎
月
第
３
土
曜
日
」
に

定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
着
任
し
た
中
村
専
門
員
か
ら

ジ
オ
パ
ー
ク
の
話
を
聞
い
た
り
、

富
良
野
岳
に
登
っ
て
高
山
植
物

の
観
察
会
を
行
っ
た
り
、
大
正

泥
流
の
跡
地
を
歩
い
た
り
と
、

内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
事
務
局

長
で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
で
も
あ
る

國
枝
孝
行
さ
ん
は
、
「
十
勝
岳
ジ

オ
く
ら
ぶ
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー

ク
の
応
援
団
で
す
。
十
勝
岳
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
十
勝
岳

の
魅
力
を
深
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
学
び
、
体
験

し
、
多
く
の
人
に
そ
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
応
援
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
と

と
も
に
、
「
山
や
自
然
が
好
き
な

方
、
地
元
の
食
材
で
お
い
し
い

も
の
を
作
り
た
い
方
、
町
の
歴

史
に
関
心
の
あ
る
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
心
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
で
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
」

と
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

魅
力
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
理

解
や
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
も
会
員
が
増
え
て
、
楽
し

い
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、
当
推
進
協
議
会
も
十
勝
岳

ジ
オ
く
ら
ぶ
を
積
極
的
に
支
え

て
い
き
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
??

「
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
」

△十勝岳ジオくらぶの皆さん

　「
臨
時
休
館
」
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
次
の
期
間
を
臨
時
休

館
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
17
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）
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天文台を夜間延長公開します

日時／ 11 月  ７日（土）午後８時 30 分まで

          11 月 20 日（金）午後８時まで

利用料／無料（町外の方は有料）

対象／どなたでも

その他／悪天候の場合は中止する場合があ

　りますのでご了承ください

　（郷土学館入り口に貼り出し

　ます）。

　下記日時に天文台を延長公開します。申

し込みの必要はなくどなたでも利用できま

すので、ご覧になりたい方は郷土学館へ直

接お越しください。

丘
の
ま
ち
郷
土
学
館

「「
美美みみ

宙宙
そ

ら

そ

ら

」」

美
瑛
の
郷
土
や
自
然
、
天
文
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

今
年
７
月
、
白
老
町
に
民
族
共

生
象
徴
空
間
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
美

瑛
に
は
ア
イ
ヌ
が
定
住
し
て
い
た

と
い
う
記
録
は
な
く
、
近
隣
の
ア

イ
ヌ
が
狩
場
や
通
り
道
と
し
て
使

う
程
度
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
と
の
関
わ
り
が
少
な
い

美
瑛
で
す
が
、
町
内
の
地
名
は
ア

イ
ヌ
語
に
由
来
し
て
い
る
も
の
が

大
半
を
占
め
ま
す
。
美
瑛
は
「
ピ

イ
エ
（
油
ぎ
っ
た
川
）」、
美
馬
牛

は
「
ピ
パ
ウ
シ
（
カ
ラ
ス
ガ
イ
の

た
く
さ
ん
あ
る
所
）」、横
牛
は
「
ヨ

コ
ウ
シ
（
獲
物
が
出
て
く
る
の
を

待
つ
と
こ
ろ
）」
の
よ
う
に
ア
イ

ヌ
語
の
地
名
は
そ
こ
が
ど
ん
な
地

理
地
形
な
の
か
、
生
活
に
お
い
て

ど
ん
な
場
所
な
の
か
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ヌ
が
語
り
継
い
で

き
た
伝
説
に
は
、
美
瑛
に
ま
つ
わ

第第
3131
回回

『
び
え
い
の
魅
力
探
訪
』

『
び
え
い
の
魅
力
探
訪
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
皆
さ
ん
へ

            

美
瑛
の
魅
力

美
瑛
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す
。

ア
イ
ヌ

ア
イ
ヌ

※美宙では、毎月の星空の見どころを

　館内に掲示しています。

丘のまち郷土学館「美宙」☎ 74-6116

　　　　　　　　　　　FAX 74-6115

申込み

問合せ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
十
勝

岳
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
十
勝

岳
と
雌
阿
寒
岳
が
か
つ
て
夫
婦

だ
っ
た
と
す
る
伝
説
や
、
十
勝
岳

を
女
神
に
見
立
て
、
恋
敵
に
つ
け

ら
れ
た
傷
痕
の
う
み
が
硫
黄
に

な
っ
た
と
す
る
伝
説
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
丸
山
公
園
に
あ
る

山
は
「
シ
ャ
マ
イ
ク
ル
チ
セ
（
ア

イ
ヌ
民
族
の
祖
神
の
家
）」
と
呼

ば
れ
、
全
道
で
も
数
少
な
い
ア
イ

ヌ
の
聖
地
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
陸
地
測
量
部
（
現
・
国
土
地

理
院
）
が
明
治
31
年
に
作
成
し
た

地
図
に
は
美
瑛
一
帯
が
シ
ャ
マ
イ

ク
ル
チ
セ
と
い
う
呼
び
名
で
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
丸
山
が
地

域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

△明治 29 年に撮影された丸山

収蔵庫（倉庫）の見学ができます

日時／11月29日（日）　午後１時30分から午後３時

会場／丘のまち郷土学館「美宙」

対象／中学生以上

定員／20人

　詳しくは、広報今月号の折り込みチラシをご覧く

ださい。

中谷宇吉郎展記念講座

特別展「生誕120年記念展　中谷宇吉郎と十勝岳

　　　　～雪の神秘を求めて～」

期間／11月21日（土）から12月６日（日）

「はやぶさ２」の

ミニ展示コーナーを開設しました

　

美
瑛
原
野
の
中

で
丸
山
は
開
拓
さ

れ
ず
、
市
街
地
の

中
に
山
が
ポ
ツ
ン

と
取
り
残
さ
れ
る

形
に
な
っ
て
お

り
、
ア
イ
ヌ
の
形

跡
が
少
な
い
美
瑛

の
中
で
、
ア
イ
ヌ

が
来
て
い
た
こ
と

を
示
す
貴
重
な
場

所
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　中谷宇吉郎生誕120年記念事業実行委員会事務局長

山崎敏晴氏による講座を開催します。

郷土学館では、展示室に展示しきれない収蔵品を収蔵庫で保管しています。

希望される方に公開していますので、来館時に職員へお申し出ください。
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

Ｃｕｌｔｕｒｅ＆Ｓｐｏｒｔｓ

行事予定
11

2020

12 日（木） すずらん大学

25 日（水） 健康のためのエアロビク
ス・ピラティス教室⑧

文化スポーツ課　美瑛町町民センター内（☎ 92-4141）

mail: bunka_sports@town.biei.hokkaido.jp

申込み

問合せ

26 日（木）

大人版スポーツチャ
レンジクラブ NEO ⑥

10 月 30 日（金）～ 3 日（火）

美瑛町文化祭作品展

健康のためのソフト
テニス教室④

健康のためのエアロビク
ス・ピラティス教室⑤

すずらん大学

 １日（日）

 ４日（水）

健康のためのエアロビク
ス・ピラティス教室⑦

健康のためのエアロビク
ス・ピラティス教室⑥

からだを使おう！教室

18 日（水）

29 日（日）

第
２
回
大
人
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

　

美
瑛
町
公
民
館
で
は
、
第
２
回

大
人
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
「
絵

手
紙
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、

「
譲
り
ま
す
・
譲
っ
て
く

だ
さ
い
」
コ
ー
ナ
ー
か
ら

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
使
わ
な
く

な
っ
て
物
置
や
押
し
入
れ
に
入
っ

た
ま
ま
の
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
中
に
は
、
他
の
誰
か
が
必

要
と
し
て
い
る
物
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
捨
て
ず
に
誰
か
に
活

用
し
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　

　

詳
し
く
は
、
広
報
今
月
号
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
入
門
講

座
を
開
催
し
ま
す

美
瑛
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
苦
手
意
識

を
持
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た

　

10
月
20
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
令
和
２
年
度
美
瑛
町
長
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
、
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
白
熱

し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
宇
莫

別
幸
生
、
準
優
勝
は
藤
野
ク
ラ
ブ
、

第
３
位
は
中
央
長
生
会
で
し
た
。

丘
の
ま
ち
び
え
い
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
終
了
の
お
礼

　

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の

１
カ
月
間
「
丘
の
ま
ち
び
え
い

サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
～

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ラ
イ
ド
～
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

１
０
０
㌔
・
60
㌔
・
か
わ
ま
ち

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
３

コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
自

由
参
加
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形

式
で
の
実
施
と
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
㌔
を
走
破
さ
れ
た
参

加
者
か
ら
は
、
「
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
激
し
く
、
体
力
的
に
き
つ

い
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
他
で
は

見
ら
れ
な
い
綺
麗
な
景
色
の
中

で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
気
持
ち

が
良
か
っ
た
で
す
」
な
ど
嬉
し

い
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
、
な
ら
び
に
事

業
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

美
瑛
エ
コ
ス
ポ
ー
ツ
実
践
会　

　
　

冬のチャレンジ DAY

27 日（金） 大人カルチャースクール
絵手紙講座

11 日（水）

△優勝した宇莫別幸生チーム

手
紙
を
出
す
機
会
が
減
っ
て
い
る

中
、
今
一
度
「
絵
手
紙
」
と
い
う

文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
広
報
今
月
号
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
27
日
（
金
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

会
場
／
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階　

　

第
２
会
議
室

申
込
み
／
町
民
セ
ン
タ
ー

延べ 791 人のサイクリストが参加

サ
ー
ビ
ス
が
今
ま
で
以
上
に
普
及

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
本
講
座
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
基
礎
知
識
や
操
作
方
法
を
学
び

ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
広
報
今
月
号
の
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

スマートフォン入門講座
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

①
建
設
水
道
課
維
持
係

職
種
／
建
設
機
械
運
転
技
術
員

募
集
人
員
／
若
干
名
（
応
募
者
の
中
か
ら

　

書
類
選
考
、
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決

　

定
し
ま
す
）

業
務
内
容
／
冬
期
間
に
お
け
る
町
内
の
除
排

　

雪
業
務
、
早
朝
・
深
夜
を
含
む
運
転
業
務

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

①
建
設
水
道
課
維
持
係

               

☎
92-

４
４
３
１

②
建
設
水
道
課
管
理
係

               

☎
92-
４
４
４
９

③
④
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課☎92-

４
１
４
１

　

⑤
教
育
委
員
会
管
理
課
学
務
係

☎
92-

４
３
４
２

　

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

募
集
条
件
／
大
型
１
種
、
大
型
特
殊
１
種

　

免
許
取
得
者
で
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

　

能
講
習
（
整
地
、
運
搬
、
積
み
込
み
お
よ

　

び
掘
削
用
）
を
修
了
し
、
建
設
機
械
（
ロ
ー

　

タ
リ
ー
、
ド
ー
ザ
ー
、
グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
）

　

の
運
転
作
業
経
験
を
有
す
る
方

報
酬
／
日
額　

９
０
０
９
円
（
経
験
に

　

よ
っ
て
加
算
、
条
例
に
基
づ
く
時
間
外

　

報
酬
・
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
厚

　

生
年
金
、
公
務
災
害

②
建
設
水
道
課
管
理
係

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
応
募
者
の
中
か
ら
書

　

類
選
考
、
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定

　

し
ま
す
）

業
務
内
容
／
一
般
事
務

勤
務
場
所
／
役
場
庁
舎

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

募
集
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
操
作
が

　

で
き
る
方

報
酬
／
日
額　

６
６
１
９
円
（
条
例
に

　

基
づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
日
／
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

保
険
適
用
／
雇
用
保
険

応
募
方
法
（
①
・
②
共
通
）
／
11
月
13
日

　

（
金
）
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　

を
建
設
水
道
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
は
運
転
免
許
証
と
車
両
系
建
設
機
械

　

運
転
技
能
講
習
修
了
証
の
写
し
も
添
え

　

て
く
だ
さ
い
。

③
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
振
興
係

職
種
／
事
務
補
助
員

募
集
人
員
／
１
人
（
応
募
者
の
中
か
ら
書

　

類
選
考
、
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定

　

し
ま
す
）

業
務
内
容
／
一
般
事
務
お
よ
び
窓
口
対
応

勤
務
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

募
集
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
操
作
が

　

で
き
る
方

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

休
日
／
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

保
険
適
用
／
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

報
酬
／
日
額　

６
６
１
９
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

④
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

職
種
／
町
民
ス
キ
ー
場
従
業
員
お
よ
び
歩

　

く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
整
備
作
業
員

募
集
人
員
／
７
人
程
度
（
応
募
者
の
中
か

　

書
類
選
考
、
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決

　

定
し
ま
す
）

雇
用
期
間
／
12
月
中
旬
～
令
和
３
年
３
月

　

上
旬(

予
定)

勤
務
時
間
／

　

平
日

　
　

午
後
０
時
45
分
～
午
後
７
時
15
分

　

土
・
日
・
祝
日
・
冬
休
み
期
間

　
　

①
午
前
８
時
45
分
～
午
後
１
時
45
分

　

総
務
課
で
は
、
美
瑛
町
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員
／
若
干
名
（
書
類
選
考
お
よ
び

　

面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

採
用
／
令
和
３
年
４
月
１
日

給
与
・
手
当
等
／
条
例
に
基
づ
く
支
給（
給

　

与
に
つ
い
て
は
前
歴
・
経
験
加
算
あ
り
）

必
要
な
資
格
等
／

①
社
会
福
祉
士
資
格
ま
た
は
令
和
３
年
３

　

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
お
よ
び
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当

　

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
書
類
／

①
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

②
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業
証
明
書

　

の
写
し
可
）
ま
た
は
卒
業
見
込
み
証
明
書

③
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
（
単
位
取
得

美
瑛
町
職
員
募
集

美
瑛
町
職
員
募
集

総
務
課
職
員
係

☎
92-

４
３
０
３
　

　

証
明
書
可
）

④
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し
（
既
に
取

　

得
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

⑤
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

⑥
健
康
診
断
書

応
募
方
法
／
11
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
提

　

出
書
類
①
～
⑥
を
総
務
課
職
員
係
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
必
着
）。

試
験
日
／
12
月
２
日
（
水
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

試
験
内
容
／
書
類
選
考
、
個
別
面
接
、
小

　

論
文

※
選
考
な
ど
の
連
絡
は
、
応
募
者
に
別
途

　

通
知
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
職
員
係
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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場
所
・
戸
数
・
家
賃
月
額

【
家
族
世
帯
向
け
】

・
南
町
団
地
１
号
棟
０
０
２
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

１
９
２
０
０
円
～
２
８
６
０
０
円

・
南
町
団
地
１
号
棟
０
０
３
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

１
９
２
０
０
円
～
２
８
６
０
０
円

・
南
町
団
地
１
号
棟
０
０
４
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

１
９
２
０
０
円
～
２
８
６
０
０
円

・
南
町
団
地
２
号
棟
０
３
５
号
室　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

１
９
３
０
０
円
～
２
８
８
０
０
円

・
南
町
団
地
２
号
棟
０
３
６
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　

２
３
５
０
０
円
～
３
５
１
０
０
円

・
東
町
団
地
７
３
４
号
室　
　
　

３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　

９
２
０
０
円
～
１
３
７
０
０
円

・
中
宇
莫
別
町
営
一
般
住
宅
１
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
０
円

・
中
宇
莫
別
町
営
一
般
住
宅
２
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
０
０
０
円

・
西
美
町
営
一
般
住
宅
４
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

※
南
町
団
地
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
は
単
身

　

世
帯
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
南
町
団
地
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
は
２
人
世

　

帯
の
方
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
が
、
３

　

人
以
上
の
世
帯
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

単
身
世
帯
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
東
町
団
地
、
中
宇
莫
別
お
よ
び
西
美
町

　

営
一
般
住
宅
は
単
身
世
帯
の
方
も
申
し

　

込
み
が
可
能
で
す
が
、
２
人
以
上
世
帯

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

☎
92-

４
２
９
４
　

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
高
齢
者
福
祉
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　

１
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係☎

92-

４
２
４
５
　

　

の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
団
地
内
の
美
化
清
掃
・
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団

　

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

　

す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
該
当
す

　

る
場
合
は
入
居
で
き
ま
せ
ん

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
12
月
上
旬
以
降

募
集
期
間
／
11
月
２
日
（
月
）
～
16
日
（
月
）

選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選

　

考
の
う
え
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
住
民
生
活
課
②
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

・
南
町
１
丁
目
２
番
23
号　
　

１
戸

　

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
、
別

　

途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
、
洗
濯
機
は
共
同
で
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

選
考
方
法
／
美
瑛
町
高
齢
者
福
祉
住
宅
条

　

例
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
11
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
保

　

健
福
祉
課
⑥
番
窓
口
に
備
え
付
け
の
調

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
住
民
票
な

　

ど
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　
　

②
午
後
１
時
45
分
～
午
後
７
時
15
分

　

※
シ
フ
ト
制
。

報
酬
／
時
給　

１
１
２
９
円
（
条
例
に
基

　

づ
く
通
勤
手
当
な
ど
別
途
支
給
）

応
募
方
法
（
③
・
④
共
通
）
／
11
月
13
日

　

（
金
）
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　

を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
町
民
セ
ン
タ
ー

　

内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
教
育
委
員
会
管
理
課
学
務
係

職
種
／
学
校
給
食
調
理
員

募
集
人
員
／
２
人
（
応
募
者
の
中
か
ら
書

　

類
選
考
、
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定

　

し
ま
す
）

業
務
内
容
／
学
校
給
食
の
調
理
お
よ
び
給

　

食
に
関
す
る
業
務

勤
務
場
所
／
町
内
小
中
学
校

雇
用
期
間
／
12
月
～
令
和
３
年
３
月
（
更

　

新
あ
り
）

募
集
条
件
／
自
家
用
車
で
勤
務
校
ま
で
通

　

勤
可
能
な
方

勤
務
時
間
／
一
日
３
時
間
～
５
時
間
45
分

　

（
応
相
談
）

休
日
／
日
・
祝
日

保
険
適
用
／
雇
用
保
険
（
条
件
あ
り
）・

　

労
働
保
険

報
酬
／
時
給　

８
９
７
円

応
募
方
法
／
11
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
教
育
委
員
会

　

管
理
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
～
⑤
共
通
／
選
考
な
ど
の
連
絡
は
各
担

　
当
課
か
ら
応
募
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
、
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
生
活
や
仕
事
の

こ
と
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
、
無
料
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
（
事
前
予
約
制
）。

期
日
／
11
月
18
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
開
催
日
前
日
の
午
後
３
時
ま

　

で
に
左
記
申
し
込
み
先
へ
電
話
な
ど
で

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
か
み
か
わ
生
活
あ
ん

　

し
ん
セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
33-

０
０
２
１
）

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

保
健
福
祉
課
社
会
係

              

　
☎
92-

４
２
４
５
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役
場
１
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
の
営
業
が
、

北
海
道
銀
行
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ
り
12

月
30
日
で
終
了
し
、
撤
去
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

役
場
１
階
会
計
課
⑫
番
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
関
す
る
問
合
せ
／
北
海
道
銀
行

　

美
瑛
支
店
（
☎
92-

１
１
４
１
）

　

建
設
水
道
課
で
は
、
公
共
工
事
で
発
生

現
場
発
生
鋼
材
な
ど
の
売
り
払
い

現
場
発
生
鋼
材
な
ど
の
売
り
払
い

建
設
水
道
課
管
理
係☎

92-

４
４
４
９
　

令
和
２
年
分
年
末
調
整
が

　
　
　

大
き
く
変
わ
り
ま
す
！

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和
２
年
分
の
年

末
調
整
か
ら
控
除
額
や
申
告
書
、
様
式
な

ど
が
大
幅
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
年
末

調
整
説
明
会
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

年
末
調
整
事
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
は
、

例
年
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
令
和
２

年
分　

年
末
調
整
の
し
か
た
」
を
確
認
し
、

昨
年
か
ら
の
変
更
点
に
留
意
の
上
、
年
末

調
整
事
務
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
年
末
調
整
と
の
主
な
変
更
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
給
与
所
得
控
除
額
の
改
正

②
基
礎
控
除
額
の
改
正
と
「
給
与
所
得
者

　

の
基
礎
控
除
申
告
書
」
の
新
設

③
扶
養
親
族
等
の
合
計
所
得
金
額
要
件

　

等
の
改
正

④
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設
と
「
所
得

　

金
額
調
整
控
除
申
告
書
」
の
新
設

⑤
ひ
と
り
親
控
除
と
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除

　

の
改
正

⑥
源
泉
徴
収
簿
の
様
式
変
更

⑦
年
末
調
整
手
続
き
の
電
子
化

　

年
末
調
整
に
か
か
る
各
種
情
報
や
様

式
な
ど
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://www.nta.go.jp

）
を
ご

覧
に
な
る
か
、
旭
川

東
税
務
署
（
☎
23-

６
２
９
１
【
自
動
音

声
で
案
内
し
ま
す
】）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

役
場
に
設
置
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営
業
が

12
月
30
日
で
終
了
し
ま
す

　

美
瑛
町
で
は
70
歳
以
上
の
方
と
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
に
「
道
北
バ

ス
（
白
金
線
）」
の
無
料
乗
車
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は

次
の
と
お
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
者
／

・
70
歳
以
上
の
町
民
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

　

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
方

使
用
区
間
／
道
北
バ
ス
（
白
金
線
）

　

（
Ｊ
Ｒ
美
瑛
駅
前
～
国
立
大
雪
青
少
年

　

交
流
の
家
前
ま
で
）

交
付
場
所
／
役
場
１
階
⑥
番
窓
口

持
参
す
る
物
／

・
顔
写
真　

１
枚

　

※
カ
ラ
ー
写
真
・
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　

※
写
真
の
大
き
さ　

縦
２
・
５
㌢
×
横

　
　
２
㌢

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

　

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

は
手
帳

バ
ス
無
料
乗
車
証
の
交
付
に
つ
い
て

バ
ス
無
料
乗
車
証
の
交
付
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
社
会
係

              

　
☎
92-

４
２
４
５

し
た
鋼
材
な
ど
の
売
り
払
い
を
実
施
し
ま

す
。

発
生
材
／
北
瑛
第
６
線
道
路
改
良
舗
装
工

　

事
ほ
か

売
り
払
い
重
量
／

　

鋼
材　
　
　
　

推
定
重
量
43
・
76
㌧

　

ア
ル
ミ　
　
　

推
定
重
量
０
・
56
㌧

　

ス
テ
ン
レ
ス　

推
定
重
量
０
・
14
㌧

※
購
入
業
者
が
計
量
し
契
約
重
量
を
決
定
。

見
積
書
記
載
額
／
１
㌕
当
た
り
の
単
価
を

　

記
載

見
積
参
加
資
格
／
町
内
に
居
住
す
る
個
人

　

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
で
金
属

　

く
ず
商
許
可
の
資
格
を
有
す
る
者

現
場
説
明
会
／
11
月
５
日
（
木
）
午
前
９
時

現
場
説
明
会
会
場
／
役
場
３
階
会
議
室

見
積
書
提
出
日
／
11
月
12
日
（
木
）
午
前

　

９
時

見
積
合
せ
会
場
／
役
場
３
階
会
議
室

引
き
渡
し
方
法
／
現
地
引
き
渡
し
（
解
体

　

お
よ
び
積
み
込
み
は
購
入
業
者
が
行
う

　

こ
と
）

引
き
渡
し
期
限
／
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

　

見
積
り
合
わ
せ
参
加
希
望
者
は
、
氏
名
・

金
額
を
記
入
し
、
押
印
し
た
町
指
定
様
式

の
見
積
書
（
建
設
水
道
課
で
受
け
取
る

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
）
と
金
属
く
ず
商
許
可

書
の
写
し
を
当
日
会
場
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
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戸籍の窓
      令和２年９月１日から

    　令和２年９月30日までの届出分

人の動き

　　 　　4,795世帯　（- 5）

   男　　4,576　人　（－11）

   女　　5,237　人　（-10）

　合計　 9,813　人　（-21）

（ ）は前月比　

たんじょうおめでとう

  氏　名  　性別　  住　所

小柳　陽
ひ な

菜　 女　 大町２丁目

古川　七
な な か

楓　 女　 大町１丁目

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

中内　節子　 81　 大町１丁目

阿部　賢二　 87　 本町１丁目

松岡　定夫　 93 　字水上

高城あゆみ 　58 　美馬牛北３丁目

鈴木サヨ子　 77 　大町１丁目

中川　昌治　 85 　西町３丁目

髙橋　文一　 93　 字新区画

   　　昌俊　 91　 西町４丁目

下司千代子　 82 　中町２丁目

（敬称略）　　

町内の交通事故

　　令和２年９月１日～30日

▼発　　生　 13件（167件）【320件】

　人身事故　  0件（  5件）【 11件】

　物損事故　 13件（162件）【309件】

▼死　　亡　  0人（　0人）【　0人】

　負 傷 者　  0人（  4人）【 12人】

（ ）は令和２年１月～９月末までの累計

【 】は平成31年１月～９月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

　　令和２年１月１日～９月30日

▽火災　　　3件（　4件）

▽救急　　405件（468件）

▽救助　　　1件（　2件）

（ ）は前年同期間の件数

やっぱり国民年金やっぱり国民年金
住民生活課戸籍年金係

〈役場１階①番窓口〉☎92-4295

短　歌
（美瑛すずらん短歌会選）（美瑛すずらん短歌会選）

俳　句
（群峰選）（群峰選）

コ
ロ
ナ
禍
で
面
会
出
来
ぬ
姉
思
う
せ
め
て
便
り
の
数
し
げ
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

旭
北
星　
　
　

田
中　

幸
穂

二
月
よ
り
巣
籠
り
始
め
八
カ
月
ス
ト
レ
ス
溜
ま
り
ぬ
独
り
身
の
我

 　

                              　
　
　
　

 

旭
町
三　

 　

 

守
谷　

忠
弘

残
り
香
の
幽
か
に
匂
う
ウ
ィ
ス
キ
ー
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
結
婚
記
念
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

本
町
一  　
　

杉
本　
　

光

憲
さ
ん
の
「
生
き
ろ
や
生
き
ろ
」
の
本
を
読
み
友
は
心
の
支
え
に
し
た
り
ぬ
（
下
田
憲
先
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
星
第
三　
　

下
平　

公
枝

コ
ロ
ナ
禍
で
三
蜜
避
け
て
余
興
な
し
祭
の
夜
空
に
花
火
轟
く

　
　
　

               　
　
　
　
　

  　
　
　
　

 

旭
第
四　
　
　

谷
口　

健
三

浮
雲
の
褥
と
な
り
し
草
紅
葉　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

幸
町
二　
　
　

浜
田　

恵
子

初
紅
葉
照
れ
臭
さ
そ
う
な
素
振
か
な　
　

 　
　
　
　

 

五
稜
第
一　
　

三
浦
ひ
か
り

縄
飛
び
の
輪
に
収
ま
り
し
紅
葉
山 　
　
　
　
　
　
　

 

旭
町
二　
　
　

鎌
田　

光
春

鮮
や
か
な
紅
葉
揚
げ
を
り
旅
の
膳　
　

 　
　
　
　
　

 

水
沢
春
日
台　

舟
山　

初
枝

灯
に
浮
か
び
炎
上
の
ご
と
紅
葉
寺　
　
　

 　
　
　
　

 

大
町
二　
　
　

為
井
め
ぐ
み

草
も
み
じ
開
拓
跡
に
門
一
対　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山
一　
　
　

髙
木　

瑛
峰

湯
の
里
に
バ
ス
折
り
返
す
夕
紅
葉　

 　
　
　
　
　
　

 

東
町
一　
　
　

奥
山　

博
子

鹿
鳴
き
て
深
山
は
恋
の
紅
葉
時　
　
　
　

 　
　
　
　

 

赤
羽　
　
　
　

中
村
ゆ
き
え

く
ろ
が
ね
の
秋
の
風
鈴
散
歩
道　
　

 　
　
　
　
　
　

 

西
町
二　
　
　

犬
伏　

栄
子

民年金保険料は、所得税や住民税の申告で健康保険や厚生年

金などの社会保険料と同様に、納めた全額が社会保険料控除

の対象となり、税額が軽減されます。

　控除対象となるのは、令和２年 1 月から 12 月までに納めた保険料

です。過去の年度分や追納した保険料も含まれます。また家族分の

国民年金保険料を納付した場合も合わせて控除が受けられます。

　令和２年 1 月 1 日から 9 月 30 日までの間に国民年金保険料を納

付した方については「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

が 11 月上旬に日本年金機構から送付されます。また令和２年 10 月

1 日から 12 月 31 日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付し

た方については、令和３年 2 月上旬に送付されます。

　控除を受けるには上記証明書（または領収証書）が必要です。年

末調整や確定申告まで大切に保管し、申告の際には必ず添付してく

ださい。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての照会は、

証明書のはがきに記載されている電話番号または下記まで問い合わ

せください。

国

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です

【ねんきん加入者ダイヤル】

一般電話（☎ 0570-003-004）

ＩＰ電話（☎ 03-6630-2525）

※自動音声でご案内します。自動音声案内に従って操作してください。

【受付時間】

・月～金曜日　午前８時 30 分～午後７時

・第２土曜日　午前９時 30 分～午後４時

※祝日 ( 第２土曜日を除く）、12 月 29 日～ 1 月 3 日 

　はご利用いただけません。



令
和
二
年
十
一
月
一
日
発
行
／（
〒
０
７
１
‐
０
２
９
２
）北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
本
町
四
丁
目
六
番
一
号

編
集
・
美
瑛
町
総
務
課
広
聴
広
報
係
（
０
１
６
６
）
92-

４
３
４
５

印
刷
・
㈱
総
北
海
　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
防
災
情
報
、
町
政
情
報
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
美
瑛
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

美瑛町ＬＩＮＥ公式アカウントを開設しています

主
な
お
知
ら
せ
内
容

※
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
る
内
容
を
補

　

完
す
る
も
の
で
、
同
一
の
内
容
で
は

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

町
防
災
無
線
で
放
送
す
る
内
容

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
お
悔
や
み
を
除
く
）。

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
き
、
画
面
右
上
の

　

「
＋
」
ボ
タ
ン
か
ら
「
友
だ
ち
追
加
」
画
面

　

を
開
き
ま
す
。

②
「
友
だ
ち
追
加
」
画
面
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

　

ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し
ま
す
。

本アカウントの利用にあたっては下記のリンクから利用規約を確認いただき、内容に同意の上ご利用ください。

「美瑛町 LINE 公式アカウント利用規約」https://town.biei.hokkaido.jp/line.html

③
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

　

読
み
取
り
、
友
だ
ち
に

　

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

登
　
録

　
方

　
法

美瑛町 LINE 公式
アカウント

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

問合せ／総務課情報管理係　☎92 ‐ 4345

11 月１日から　白金「青い池」ライトアップが始まります

　
丘
の
ま
ち
び
え
い
冬
の
観
光
・
芸
術
実
行
委
員
会
で
は
、

冬
の
観
光
振
興
・
芸
術
文
化
の
発
信
を
目
的
に
、
今
年
も

「
青
い
池
」
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

　「
白
ひ
げ
の
滝
」
は
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

春
夏
秋
冬
の
幻
想
的
な
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
程
／
11
月
１
日
（
日
）
～
令
和
３
年
４
月
30
日
（
金
）

時
間
／
「
青
い
池
・
白
ひ
げ
の
滝
」
共
通

　
11
月
・
12
月
　
午
後
４
時
30
分
～

　
１
月
　
　
　
　
午
後
５
時
～

　
２
月
　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～

　
３
月
　
　
　
　
午
後
６
時
～

　
４
月
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

※ライトアップは、気象状況などにより中止する日もあります。

　「白ひげの滝」にお車でお越しの際は、白金観光センター前

　の公共駐車場をご利用ください。また同センターの屋内ト

　イレを24時間開放していますのであわせてご利用ください。

い
ず
れ
の
月
も

終
了
時
刻
は

「
午
後
９
時
」

青
い
池
駐
車
場
に
つ
い
て
／
町
民
の
方
の
駐
車
料
金
は
「
無
料
」

　
と
な
り
ま
す
。
町
民
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
免

　
許
証
な
ど
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
商
工
観
光
交
流
課
（
☎
92-

４
３
２
１
）
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